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補文関係複合動詞の自他交替について






































































文関係複合動詞自他交替の要因を語彙概念構造2（lexical conceptual structure, LCS）に基づいて探っ












　　　他動詞：［［x ACT ON y］CAUSE［y BECOME BE AT<STATE>］］
　　　　　　　　 起因事象 　　　　　　　　　結果事象












（５）a.　｛John ／ The wind ／ The explosion ／ The hammer｝ broke the vase.
　　　b.　The vase broke. 





















（６）a. 「殴る」LCS： ［x ACT<MANNER>ON y］　起因事象
　　　b. 「刻む」LCS： ［［x ACT<MANNER>ON y］ CAUSE ［［y BECOME BE AT<STATE>］］
　　　　　　　　　 　　 起因事象（焦点）　　　　　　　　　　結果事象（焦点）


















合動詞では、V2が Event を項としてとる動詞で、その項として V1の LCS が埋め込まれているとし
ている。例えば、「書き落とす」の LCS について、V2「落とす」（FAIL IN）が出来事項（EVENT）
































（１１）V1　 　　+ 　　 V2　　→　　　　　　 V
　 　　歌い　　　　　　上げる　　　 　　V1　　　　V2




































　　　［［x ACT<MANNER> ON y］ CAUSE ［z BECOME BE AT－MADE］］
（１６）「編み上げる」の LCS：　　［［LCS １］［L－Asp－Z］］
　　　［［x ACT <MANNER>on y］ CAUSE［y BECOME BE AT <MADE>］］［L－Asp COMPLETIVE］
　


























































（２２）調べ上げる／ * 調べ上がる　数え上げる／ * 数え上がる　
（２３）「活動動詞＋上げる」LCS：



































　　　［［x ACT<MANNER> ON y ］ CAUSE ［z BECOME BE AT－MADE］］ ［L－Asp Completive］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果事象を焦点化する
　　　　　起因事象　　　　　　　　結果事象（焦点）




























































の LCS を提示した。V1「売る」は起因事象と結果事象の両方を持つが、「売り切る」では V2「切る」
は「売る」の「結果事象」を焦点化する。一方、「売りぬく」では、V2「ぬく」は「売る」の「起
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